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研究要旨 

【目的】インターネット上で増加するがん情報の中には科学的根拠に基づかない情報が含

まれていることから、領域によっては適切な情報に辿り着きにくい状況が生まれている。

本研究では、現在問題となっている科学的根拠が不十分ながんの免疫療法を例にとり、患

者・家族がインターネットにより適切な情報に辿り着きにくい領域での課題を明らかにし、

適切な情報の活用を支援するための啓発資料（小冊子）を作成することを目的とした。第

2 年度として、初年度に準備した伝えるべき情報に含める要素を抽出するための調査を実

施/解析するとともに、啓発資料の初稿を作成した。 

【方法】啓発資料の作成に向けて、１）がん患者・家族及び医師への自由診療での免疫療

法に関するインタビュー調査の実施及び解析 ２）インターネット上での検索行動の解析 

３）小冊子の初稿作成を行った。

【結果・考察】

科学的根拠が不十分な免疫療法についての情報を、多くの場合、「がん 治療」といった

広い用語から、がんと診断された直後にインターネット経由で取得していた。 

今回の解析では、検索する用語として多いと予想した「ステージ 4」「末期がん」や科学

的根拠が不十分な免疫療法に関して情報を掲載しているクリニック等のサイトでよく使わ

れている「あきらめない」「副作用なし」とそれらのサイトの訪問についての関連は見られ

なかった。患者/家族は「何かできることを探したい」気持ちや「不安」等から当該療法に

ついて情報収集していた。患者/家族は「何かできることを探したい」気持ちや「不安」等

から当該療法について情報収集し、標準治療等を実施するがん診療拠点病院等の医師には

話しにくいと感じて、自分に寄り添ってくれる科学的根拠が不十分な免疫療法を薦めるク

リニックの医師に信頼を寄せている様子が伺えた。また、標準治療を実施する医師が当該

療法の受療を否定しきれないために、患者は否定されなかったと受け取るミスコミュニケ

ーションが起きている可能性が示唆された。患者・家族が適切に情報を活用するためには、

ヘルスリテラシーの向上や患者中心のコミュニケーションの支援、相談体制整備など多面

的なアプローチの必要性が考えられた。

A． 研究目的 

スマートフォンや SNS の普及に伴い、がんに関す

る情報をインターネットより取得する人は増え続け

ている。がん対策に関する世論調査（内閣府）（平成

28（2016）年）」によれば、がんに関する情報を、イ

ンターネットを通じて得ている国民は 35％を超え、

特に、39 歳以下の年齢では約 6 割である。しかし、

第 3 期がん対策推進基本計画の「相談支援及び情報

提供（現状・課題）」の項では、「インターネットを通

じて情報を得ている国民は増えているが、がんに関

する情報の中には、科学的根拠に基づいているとは

いえない情報が含まれていることがあり、国民が正
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しい情報を得ることが困難な場合がある」ことが指

摘されている。このように、インターネット上で増

加するがん情報の中には科学的根拠に基づかないが

ん情報が含まれ、情報の領域によっては、適切な情

報に辿り着きにくい状況が生まれていることは、喫

緊の解決すべき課題となっている。 

本領域での情報提供においては、ヘルスリテラシ

ー向上へのアプローチとして、情報を入手し、理解

し、評価し、活用すること（Sorensen,2012）への支

援も必要であると考えられる。ヘルスリテラシーに

はさまざまな定義があるが Nutbeam ら(1998)は機

能的ヘルスリテラシー、相互作用的ヘルスリテラシ

ー、批判的ヘルスリテラシーの 3 つに分類している。

適切な情報に辿り着きやすい領域での情報提供では、

がんの治療に関する情報をわかりやすく提供するな

どの機能的ヘルスリテラシーへのアプローチが主体

となるが、辿り着きにくい領域では、相互作用的ヘ

ルスリテラシー、批判的ヘルスリテラシーへのアプ

ローチも必要となると考えられる。 

がん患者等が、適切な情報に辿り着きにくい領域

での情報を正しく活用していくためには、治療等に

関する知識の情報の提供だけでなく、相互作用的リ

テラシーを高めることにより患者と標準治療を実施

する医療者（本来の主治医）との良好なコミュニケ

ーションによって患者が好ましくない治療を受ける

ことを未然に防ぐこと、ICT リテラシーを高めるこ

とによりインターネットで適切な情報にアクセスし

やすくするなどのヘルスリテラシーの向上への支援

も含めた情報提供が必要であると考えられる。 

関連して、第 3 期がん対策推進基本計画の「科学

的根拠を有する免疫療法について（現状・課題）」の

項では、「免疫療法と称しているものであっても、十

分な科学的根拠を有する治療法とそうでない治療法

があり、これらは明確に区別されるべきとの指摘が

ある。国民にとっては、このような区別が困難な場

合があり、国民が免疫療法に関する適切な情報を得

ることが困難となっているとの指摘がある。」とされ

ている。実際には、インターネットを通じて情報を

得た患者が治療効果の確認されていない高額のがん

免疫療法を受けたことによる 身体的・精神的・経済

的な被害も報告されている。 

そこで、本研究では、現在問題となっている科学

的根拠が不十分ながんの免疫療法を例にとり、患者・

家族がインターネットにより適切な情報に辿り着き

にくい領域での課題を明らかにし、適切な情報の活

用を支援するための啓発資料（小冊子）を作成する

ことを目的とした。第 2 年度として、初年度に準備

した伝えるべき情報に含める要素を抽出するための

調査を実施/解析するとともに、啓発資料の初稿を作

成した。 

 

B．研究方法 

啓発資料の作成に向けて、１）がん患者・家族及

び医師への科学的根拠が不十分な免疫療法に関する

インタビュー調査の実施及び解析 ２）インターネ

ット上での検索行動の解析 ３）小冊子の初稿作成

を行った。 

 

１）がん患者・家族及び医師へのインタビュー調査の

実施及び解析  

科学的根拠が不十分な免疫療法について、患者・

家族が適切な情報に辿り着きにくい領域での課題を

明らかにするために、がん患者及び医師双方へのオ

ンラインまたは対面での半構造化インタビュー調査

を実施した。調査結果を内容分析の手法を用いて解

析し、科学的根拠が不十分な免疫療法の情報の入手

方法及び情報入手後の標準治療を実施する医師（本

来の主治医）とのコミュニケーションの状況、当該

療法を受ける・受けないの判断に至った背景となっ

た要因等を抽出した。 

 

２）インターネット上での検索行動の解析 

科学的根拠が不十分な免疫療法に関して情報を掲

載しているクリニック等のサイトを訪問する人の検

索行動に特徴について解析した。 

 

３）啓発資料の初稿作成 

初年度に作成した小冊子形式等での患者向けの

啓発資料の構成案を基に、医師、薬剤師、看護師、

法律家により初稿を作成した。 

 

（倫理面への配慮） 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に基

づいて国立がん研究センター研究倫理審査委員会で

審査、承認を受け、理事長の許可を得た。インタビ

ューにより協力者に精神的な負担がかからないよう

配慮した。また、調査の開始前に調査内容について

の十分な説明を行い、同意を得た後に実施した。 

 

C．研究結果 

第 2 年度では、本格的な啓発資料の作成に向けて、

資料に盛り込むべき要素の抽出のための調査を完了

し、資料の初稿を作成した。 



１）がん患者・家族及び医師への科学的根拠が不十

分な免疫療法に関するインタビュー調査の実施及び

解析 

患者は、科学的根拠が不十分な免疫療法について

の情報を、多くの場合、家族や知人などの介在者も

含め、がんと診断された直後にインターネット経由

で取得していた。インターネット検索での検索語は、

「免疫療法」ではなく、「がん治療」といった広い用

語からも、科学的根拠が不十分な免疫療法について

の情報にたどり着いていた。 

得た情報を適切に活用するためには、情報取得者

である患者自身のヘルスリテラシーを考慮した支援

が重要なアプローチの１つであると考えられたこと

から、実施したインタビュー調査の分析により得ら

れた患者の気持ちと医師の悩み、医師の説明方法に

関する要素を、Sorensen らの定義(Sørensen et al., 

2012)を拡張した中山ら(福田洋 & 江口泰正, 2016)

のヘルスリテラシーのプロセスである「①情報入手

②理解③評価④−１活用（意思決定）④―2 活用（行

動）」を用いて時系列に課題を整理した（別紙１）。

患者/家族は「何かできることを探したい」気持ちや

「不安」等から当該療法について情報収集していた。

収集した情報について、標準治療等を実施するがん

診療拠点病院等の医師に相談したいと思いつつも、

話しにくいと感じ、自分に寄り添ってくれる科学的

根拠が不十分な免疫療法を薦めるクリニックの医師

に信頼を寄せる様子が伺えた。また、標準治療を実

施する医師が、「他の医師による説明を否定できない、

患者が信頼している医師のことを悪くいえない」な

どの理由から当該療法の受療を強く否定できないた

めに、患者は「標準治療を実施する医師は当該療法

の受療を否定しなかった」と受け取るというミスコ

ミュニケーションが起きている可能性が示唆された。 

 

２）インターネット上での検索行動の解析 

 検索する用語として多いと予想した「ステージ 4」

「末期がん」で検索した人が、科学的根拠が不十分

な免疫療法に関して情報を掲載しているクリニック

等のサイトを訪問したなどの傾向は見られなかった。

また、それらのサイトでよく使われる単語「あきら

めない」「副作用なし」などのワードとの関連も見ら

れなかった。 

 

３）啓発資料の初稿作成 

啓発資料として、ヘルスリテラシー向上へのアプ

ローチも考慮して、次の見出しによる初稿を作成し

た（別紙 2）。 

（タイトル案）がんの免疫療法のことが気になった

ら 

１. はじめに  

２. インターネットの情報を探す時には 

３. がんの免疫療法とは？ 

コラム：保険診療と自由診療の違いは？ 

４. 自由診療でのがん免疫療法を受けることを

考えたときには 

事例１ クリニックで説明を聞いた当日に 

お金を支払った 

事例２ 標準治療をまずは受けるべきだった 

５. 自由診療でのがん免疫療法について相談し

ようと思ったときには。 

６. 効果がある免疫療法についてもっと詳しく 

 

D．考察 

患者・家族がインターネットにより適切な情報に

辿り着きにくい領域での課題を明らかにするための

調査と解析を行なった。並行して、啓発資料の初稿

を作成した。 

 

１）がん患者・家族及び医師への科学的根拠が不十

分な免疫療法に関するインタビュー調査の実施及び

解析 

患者や家族、知人は、がんと診断された直後に、

何かできることはないか探したいという気持ちや不

安などから当該免疫療法をはじめとした代替補完療

法や食事やサプリメントなどによる民間療法といっ

た科学的根拠が不十分な治療についての情報を収集

していた。それらの情報は、医療関係者を通じてで

はなく、主としてインターネットから直接取得され

ていた。 

 インターネット上の治療情報については、2018 年

に医療法に基づく医療機関のウェブサイトの広告規

制がなされ(厚生労働省, 2018b)、厚生労働省の委託

事業として医療機関ネットパトロール(医療機関ネ

ットパトロール, 2021)も行われているが、平成 2 年

3 月 31 日時点でがん医療に関する違反サイトは 65

サイトであったと報告されており (厚生労働省 , 

2020)、摘発されている数は限定的と考えられる。こ

の背景には、巧みに規制を逃れる手法もあり、防ぎ

切ることはできていない。そこで、「機能的ヘルスリ

テラシー」の向上への支援として、関連する確かな

情報を提供し、情報取得者である患者・家族等が広

告に惑わされないなどの ICTリテラシーを高めるこ



とによりインターネットで適切な情報にアクセスし

やすくすることも重要であると考えられた。一方で、

インターネット事業者がコロナワクチンのデマへの

対策として検討しているような、ファクトチェック

などの導入が期待される(一般社団法人セーファー

インターネット協会,ワクチンデマ対策シンポジウ

ム,2021)。 

さらに、患者/家族が得た情報について医療者に十

分に相談できる体制や患者自身の不安に寄り添い、

孤立させないために、がん相談支援センターなどの

他に相談できる人に繋げられる体制の整備が必要と

考えられた。 

従って、適切な情報に辿り着きにくい領域での課

題解決には、ヘルスリテラシーの向上支援だけでな

く、多面的なアプローチの必要性が考えられた。 

 

２）インターネット上での検索行動の解析 

 仮説として立てたキーワードで検索していなかっ

たことから、どのようなワードで検索して科学的根

拠が不十分な免疫療法に関して情報を掲載している

クリニックのサイトに到達しているのか、クリック

前後で何を調べているのかや性別や年齢ごとに特徴

があるのかについて検討を予定している。また、自

然検索結果でクリックするのか、広告を通じてクリ

ックするのかも明らかにできるといいのではないか

と考えられる。 

 

３）啓発資料の構成の検討 

 タイトルを「効果のない治療法にだまされない

で」とし、啓発資料を免疫療法に限定しない、最新

と謳う治療とすべきとの議論もなされており、次稿

以降に調査結果を精査の上、内容を再編成していく

必要性がある。 

インターネットでの検索については、「検索結果に

は広告が含まれること、広告はサイトオーナーがお

金を払っていること、検索結果の順位が高いことが

良いサイトという意味ではない」という基本的な検

索システムについて説明していくことを考えている。 

なお、作成した資料案については、弁護士やジャ

ーナリストなど立場の違う人にも意見を伺いながら

作成を進め、作成した資料の評価・普及方法につい

ても検討を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

E．結論 

患者・家族がインターネットにより適切な情報に

辿り着きにくい領域での課題の一部を、科学的根拠

か不十分ながん免疫療法を例にとり患者・医師双方

へのインタビューにより抽出した。また、インター

ネット検索での現状を調査した。抽出した課題の中

で、情報提供によりアプローチできる課題について、

適切な情報の活用を支援するための啓発資料として

作成し、評価・普及方法について検討していく予定

である。 

 

F．健康危険情報 

  特になし 

 

G．研究発表 

1．論文発表 

早川雅代、渡部乙女、下井辰徳、一家綱邦 、髙山

智子、若尾文彦. 科学的根拠が不十分ながん免疫療

法の情報収集から受療までの患者の気持ちと医師の

悩みに関する質的調査. 日本ヘルスコミュニケーシ

ョン学会雑誌.13(1);40-51:2022 

 

2．学会発表 

・早川 雅代, 渡部 乙女, 下井 辰徳, 一家 綱

邦, 髙山 智子. 診療時に院外で“科学的根拠が明

らかでないがん免疫療法”を受けることについて

患者から相談されたときに医師はどのように対応

しているか〜医師へのインタビュー調査.ヘルス

コミュニケーションウィーク 2021 広島. 

2021/9/29-10-5. online (ライブ口演) 

・堀拔文香, 安藤絵美子, 澤井映美, 早川雅代, 髙山

智子. 膵臓がんにおいて求められる情報とサポー

トのあり方の検討：がん電話相談の記録をてがか

りに. ヘルスコミュニケーションウィーク 2021

広島.2021/9/29-10-5. online (Poster) 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1．特許取得 なし 

 

2．.実用新案登録 なし 

 

3．その他 なし 

 

 
 
  



別紙１ 
 

 
 

否定されなかったと

受け取る

信頼できる情報源（新聞）

の広告を信じる
知人に（善意で）紹介され

る
病院の医師から紹介される

何かできることはないか探

したい

不安である

孤独を感じる

「少しでも効果がある

ならやりたい」

「標準治療の効果を上

げるならやりたい」け
ど大丈夫かなという迷
い

インターネットで探す
（免疫療法と特定せず広くがん

の治療について検索）

科学的根拠が不十分な免疫

療法を受ける

がんの専門家の意見を
聞きたい

科学的根拠が不十分な免疫

療法を受けることを、標準
治療を実施する医師＊に伝え
る

クリニックを受診する・説

明会に参加する

当日契約して数百万支払う

標準治療を実施する医師＊に
相談する

クリニックの医師は丁

寧な説明で信頼できる

寄り添ってくれるので

頼りたい

払える金額であれば受
けたい

辛い治療は受けたくな
い

家族が賛成する

科学的根拠が不十分な免疫療

法を受けようと思う

このステップを
通らない人がいる

標準治療を実施する
医師＊の悩み

患者の気持ち

患者の気持ち 標準治療を実施
する医師＊の悩

み

標準治療を受ける

自由診療での免疫療法
は受けないことにする

①
情
報
の
入
手

②
理
解

③
評
価

④
の
１

活
用

意
思
決
定

④
の
２

活
用

行
動

ヘルス

リテラシー
のプロセス

*がん診療連携拠点病院等で標準治療を実施する医師

標準治療を実施す
る医師＊からの説
明方法の例

説明時間を取れず、
十分な説明ができな
い

当該免疫療法を否定する/しない

場を設定する
納得がいく決定を促す

標準治療等のメリットを説明する
デメリットの確認を促す
他の選択肢を考えてもらう

怪しい 保険適用ではな
いことが気になる

早期がんだから心配ない

100％安全とはいえない。

標準治療を実施する医師は忙

しく相談しにくい

寄り添ってくれない
相談する雰囲気ではない

言わない方がいいと思う

クリニックの医師と

患者への説明が相違
する

クリニックの医師の
意見を否定できない

患者の価値観が変わ
らない
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